
分娩・発情監視通報システムの導入による労力の軽減・省力化

①経営体の概要

②導入技術・システム（商品名・サービス名と企業名）

③導入の経緯

⑤導入してどうだったか（その１ 導入前との比較、効果）

⑥導入してどうだったか（その２ 改善してほしい点、課題）

○ 所在地：大分県竹田市
○ 経営体名：株式会社古澤畜産
○ 経営概要：肉用牛繁殖
○ 従業員数：４名（家族経営）

○ 分娩・発情監視通報システム

「モバイル牛温恵」（株式会社リモート）

○ 監視カメラシステム

「養牛カメラ」（株式会社ネットカメラ）

○ 繁殖経営で大変なことは、分娩がいつ始まるか分
からないこと。解決策として分娩 ・発情監視システム
を導入。
○ 異常の発見、監視労力軽減のため、監視カメラを
導入

○ 分娩の兆候が把握出来ることで、夜間の見回り等の
負担が大きく軽減、省力化された。

○ 監視カメラにより、牛舎の状況をいつでも把握出来る。

○ 分娩事故も減り、飼養頭数を増頭。

○ 月々のランニングコスト（通信料）が、高額となること
から、導入費用も含めて安価なシステムとなることが
望ましい。

○ なし
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④導入に当たり活用した補助事業等（国、県）


